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平成２８年度関東森林管理局森林・林業技術等交流発表会を開催
技術普及課 ・・・・・・２

第２期小笠原諸島森林生態系保護地域修復計画の策定と今後の取組
小笠原諸島森林生態系保全センター ・・・・・・５

森づくり最前線
天竜森林管理署 首席森林官（三ヶ日・気賀）田口 哲也 ・・・・・・６

「福島県県南地方における労働力確保対策」（福島県塙町長久木国有林）

（撮影者：棚倉森林管理署）



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
２
月
23
日
・

24
日
の
両
日
、
関
東
森
林
管
理
局
大
会
議

室
に
お
い
て
、
第
62
回
目
と
な
る
森
林
・

林
業
技
術
等
交
流
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。本

発
表
会
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
の
成
長
産
業
化
に
貢
献
す
る
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
管
内
の
各
県
に
所
在
す
る
様
々

な
林
業
関
係
機
関
の
取
組
に
よ
り
得
ら
れ

た
技
術
の
成
果
や
調
査
・
研
究
に
基
づ
く

知
見
等
を
多
く
の
関
係
者
が
共
有
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
や
実
績
を
広
く

普
及
す
る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

【

局
長
挨
拶
・
審
査
員
紹
介
】

発
表
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
漆
原
局
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林

総
合
研
究
所
の
吉
丸
研
究
専
門
員
（
審
査

員
長
）
、
宮
本
広
報
普
及
科
長
、
宇
都
宮

大
学
の
谷
本
名
誉
教
授
、
栃
木
県
林
業
振

興
協
会
の
福
田
女
性
部
会
顧
問
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。

【
発
表
課
題
・
特
別
講
演
】

今
年
も
国
有
林
野
職
員
（
外
部
共
同
発

表
含
む
）
の
み
な
ら
ず
、
県
や
研
究
機
関

の
職
員
、
林
業
を
学
ぶ
大
学
生
・
高
校
生

等
か
ら
、
低
コ
ス
ト
造
林
関
係
（
下
刈
回

数
の
低
減
・
地
拵
コ
ス
ト
の
削
減
・
低
密

度
植
栽
試
験
地
の
検
証
）
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
を
利
用
し
た
森
林
整
備
コ
ス
ト
の
削

減
に
向
け
た
取
組
、
職
員
の
刃
物
災
害
を

無
く
す
た
め
の
取
組
、
効
率
的
な
シ
カ
捕

獲
に
向
け
た
取
組
、
森
林
放
射
性
物
質
の

除
染
・
拡
散
防
止
に
向
け
た
対
策
、
カ
ス

タ
ネ
ッ
ト
製
作
を
通
じ
た
地
域
材
の
活
用

事
例
、
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し

た
森
林
整
備
へ
の
取
組
な
ど
、
様
々
な
分

野
か
ら
、
２
日
間
で
23
課
題
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

２
日
目
の
午
後
に
は
、
森
林
総
合
研
究
所

森
林
植
生
研
究
領
域
群
落
動
態
研
究
室
長

の
佐
藤
保
氏
に
よ
る
「
科
学
的
知
見
で
示

す
針
葉
樹
人
工
林
へ
の
広
葉
樹
林
化
技
術
」

と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
来
場
者

か
ら
は
、
広
葉
樹
林
化
の
難
し
さ
に
つ
い

て
意
見
が
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

【

講
評
・
審
査
結
果

】

特
別
講
演
後
、
吉
丸
審
査
員
長
か
ら
講

評
が
あ
り
、
「
日
常
の
業
務
や
学
業
等
で

多
忙
の
傍
ら
、
諸
課
題
に
対
し
て
、
情
熱

を
持
ち
、
前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
、
得
ら

れ
た
成
果
を
ま
と
め
上
げ
た
す
ば
ら
し
い

発
表
が
多
く
、
各
賞
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
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平
成
28
年
度
関
東
森
林
管
理
局
森
林
・
林
業
技
術
等
交
流
発
表
会
を
開
催

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

質問に回答する発表者

漆原局長挨拶

審査員からの質問

特別講演（佐藤保氏）



て
は
、
審
査
員
一
同
大
変
苦
労
し
た
。
」

と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
、
別
表
に
示
す
最
優
秀

賞
１
課
題
、
優
秀
賞
８
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
最
優
秀
賞
に
、

神
奈
川
県
横
須
賀
三
浦
地
域
県
政
総
合
セ

ン
タ
ー
の
黒
川
さ
ん
・
小
原
さ
ん
、
優
秀

賞
に
、
群
馬
県
林
業
試
験
場
の
伊
藤
さ
ん
・

石
田
さ
ん
（
※
共
同
発
表

利
根
沼
田
署

の
竹
之
内
さ
ん
）
、
静
岡
県
森
林
・
林
業

局
森
林
整
備
課
の
鈴
木
さ
ん
、
と
各
県
職

員
の
皆
さ
ん
の
発
表
が
選
ば
れ
た
こ
と
で

す
。参

加
者
は
、
２
日
間
で
延
べ
４
５
０
人

を
数
え
、
盛
会
の
う
ち
に
日
程
を
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
受
賞
課
題
】

○
課
題
名

「
都
市
近
郊
林
に
お
け
る
住
民
参
加
型

森
林
管
理
の
取
組
に
つ
い
て
」

○
発
表
者
所
属
氏
名

神
奈
川
県
横
須
賀
三
浦
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
農
政
推
進
課

主
任
技
師

黒
川
あ
ず
さ

さ
ん

技
師

小
原
由
起

さ
ん

【

結
び
に

】

今
回
発
表
い
た
だ
い
た
皆
様
及
び
関
係
者

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
本
発
表
会
を
通
じ
、
林
業
に
携

わ
る
方
々
、
ま
た
、
一
般
の
方
に
も
森
林
・

林
業
へ
の
関
心
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
、

新
た
な
技
術
の
開
発
や
研
究
成
果
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（３）平成２９年３月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１５３号

発表風景

発表会場の様子

神奈川県横須賀三浦地域県政総合センター

（左）黒川さん（右）小原さん

受賞者記念撮影

発表風景
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今
月
の
表
紙

「
福
島
県
県
南
地
方
に
お
け
る
労
働

力
確
保
対
策
」

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
が
進
む
中
、
県

南
地
方
で
は
労
働
力
不
足
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
、
県
、
市
町
村
の
林
務
担

当
、
事
業
体
、
森
林
組
合
な
ど
の
参
加
に
よ

り
「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
お
け
る
労

働
力
確
保
に
向
け
た
意
見
交
換
会
」
を
定
期

的
に
開
催
し
、
事
業
の
実
施
状
況
や
事
業
体

へ
の
協
力
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
の
中
で
事
業
体
か
ら
は
、

新
規
就
業
者
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
12
月
に
、
棚
倉
森
林
管

理
署
管
内
の
間
伐
作
業
の
現
場
で
、
地
元
の

高
校
生
に
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

伐
倒
か
ら
丸
太
に
し
て
運
ぶ
ま
で
の
一
連

の
作
業
を
見
て
い
た
だ
き
、
生
徒
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
初
め
て
見
る
高
性
能
林
業
機
械
の

迫
力
に
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。



小
笠
原
諸
島
は
、
小
さ
な
多
数
の
島
々
か

ら
な
る
海
洋
島
で
、
特
異
な
生
態
系
で
あ
る

一
方
、
ア
カ
ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
、
ネ
ズ
ミ
な

ど
侵
略
的
外
来
種
に
よ
り
、
小
笠
原
ら
し
い

固
有
の
森
や
そ
こ
に
生
息
す
る
動
物
が
深
刻

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
に
お
け
る
森
林
生

態
系
保
全
・
修
復
対
策
（
以
下
「
修
復
事

業
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
「
管
理
計
画
」
と

「
生
態
系
保
全
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
、

林
野
庁
の
「
地
域
管
理
計
画
」
、
「
国
有

林
野
施
行
実
施
計
画
」
及
び
「
小
笠
原
諸

島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
計
画
」

に
基
づ
き
、
「
平
成
23
年
度
小
笠
原
諸
島

国
有
林
に
お
け
る
外
来
植
物
の
駆
除
実
施

計
画
」
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
ま
で
を
第
１
期
計
画
期
間
と
し
て

推
進
し
て
き
ま
し
た
（
図
１
「
修
復
計
画

の
位
置
付
け
」
）
。

第
１
期
計
画
期
間
で
修
復
事
業
で
実
施

し
た
モ
ク
マ
オ
ウ
な
ど
の
外
来
植
物
駆
除

に
よ
り
固
有
の
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環

境
回
復
が
見
ら
れ
る
一
方
、
駆
除
地
に
お

け
る
ア
カ
ギ
の
再
生
、
兄
島
で
の
オ
ガ
サ

ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
の
危
機
的
状
況
、
グ
リ
ー

ン
ア
ノ
ー
ル
の
侵
入
発
見
な
ど
、
よ
り
一

層
、
固
有
の
森
林
生
態
系
を
取
り
巻
く
環

境
に
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
外
来
植
物
駆

除
実
施
計
画
検
討
委
員
会
（
写
真
２

検

討
委
員
会
現
地
視
察
）
に
お
い
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
の
第
２
期
計
画

期
間
（
短
期
計
画
）
及
び
平
成
34
年
度
以

降
の
第
３
期
計
画
期
間
（
中
長
期
計
画
）

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を

総
括
し
た
上
で
、
よ
り
有
効
な
外
来
植
物

駆
除
を
進
め
、
小
笠
原
諸
島
固
有
の
森
林

生
態
系
を
取
り
戻
す
計
画
と
な
る
よ
う
、

保
全
す
べ
き
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況
、

外
来
植
物
の
侵
入
度
合
い
な
ど
か
ら
総
合

的
に
検
討
し
、
保
全
す
べ
き
対
象
、
目
標

と
す
る
林
型
、
当
面
の
対
策
対
象
及
び
対

策
内
容
を
基
に
、
優
先
す
べ
き
ラ
ン
ク
付

け
を
列
島
ご
と
、
島
ご
と
及
び
エ
リ
ア
ご

と
に
策
定
し
ま
し
た
（
表
３
「
優
先
順
位

の
一
例
」
）
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

島
ご
と
、
エ
リ
ア
ご
と
及
び
外
来
植
物
ご

と
な
ど
に
優
先
す
べ
き
エ
リ
ア
を
決
め
、

平
成
29
年
度
か
ら
修
復
事
業
を
継
続
し
て

行
き
ま
す
（
写
真
４

父
島
東
平
及
び
東

島
）
。

（５）平成２９年３月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１５３号

表３ 優先順位の一例

写真２ 検討委員会現地視察

第
２
期
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
修
復
計
画
の
策
定
と

今
後
の
取
組

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

写真４ 父島東平及び東島



私
が
勤
務
す
る
、
三
ヶ
日
森
林
事
務
所

は
、
静
岡
県
最
西
部
に
位
置
し
、
湖
西
市

及
び
浜
松
市
北
区
に
所
在
す
る
、
三
ヶ
日

担
当
区
２
１
８
３
㌶
、
気
賀
担
当
区
１
１

５
５
㌶
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

当
部
内
は
、
標
高
の
高
い
所
で
も
５
８

０
ｍ
程
度
の
低
山
帯
で
あ
り
、
奥
浜
名
自

然
休
養
林
等
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に

選
定
さ
れ
て
い
る
地
域
も
多
く
、
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

浜
名
湖
や
浜
松
市
街
、
み
か
ん
畑
の
田
園

風
景
な
ど
の
美
し
い
眺
望
や
、
豊
か
な
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
ヶ
日
と
言
え
ば
、
み
か
ん
が
有
名
で

す
。

江
戸
時
代
中
頃
、
紀
州
那
智
地
方

か
ら
「
紀
州
み
か
ん
」
の
苗
木
を
持
ち
帰
っ

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
天
保
年
間

に
、
実
の
大
き
い
「
温
州
み
か
ん
」
を
三

河
吉
良
地
方
か
ら
導
入
し
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、
国
有
地
（
国

有
林
）
の
払
い
下
げ
を
受
け
る
な
ど
、
新

し
い
み
か
ん
畑
が
拡
大
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
温
暖

な
気
候
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
日
照
時

間
、
水
は
け
の
良
い
土
壌
な
ど
、
み
か
ん

栽
培
に
適
し
て
お
り
、
「
三
ヶ
日
み
か
ん
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
静
岡
県
産
み
か
ん
の

４
分
の
１
を
生
産
し
、
平
成
27
年
産
の
出

荷
量
は
、
約
３
万
１
千
ｔ
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
管
内
の
国
有
林
は
、
林
道
路
網

が
発
達
し
て
お
り
、
22
路
線
、
総
延
長
81

㎞
と
１
日
で
は
全
線
を
回
り
き
る
こ
と
が

難
し
い
距
離
で
す
が
、
日
頃
か
ら
、
巡
視
・

点
検
を
行
い
、
異
常
が
あ
れ
ば
チ
ャ
ー
タ
ー

等
に
よ
り
復
旧
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
国

有
林
手
前
の
民
有
地
の
道
路
が
狭
い
な
ど
、

素
材
搬
出
用
の
大
型
車
が
入
れ
な
い
地
域

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
は
「
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
中
間
土
場
）
」
の
作
設

を
計
画
し
、
少
し
で
も
有
利
な
生
産
販
売

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

管
内
の
、
引
佐
町
井
伊
谷
は
、
現
在
放

い

な

さ

い

い

の

や

映
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お

ん
な
城
主
直
虎
」
で
注
目
を
浴
び
る
井
伊

家
ゆ
か
り
の
地
で
す
。
龍
潭
寺
や
初
代

り
ょ
う
た
ん
じ

共
保
公
出
生
の
井
戸
、
井
伊
谷
城
跡
等
、

と
も
や
す

ド
ラ
マ
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
史
跡
が
数

多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。
浜
名
湖
名
物
の

「
う
な
ぎ
」
を
食
べ
て
歴
史
の
舞
台
を
散

策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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大谷国有林から浜名湖方面を望む

国有林からみかん畑を望む

林道の落石を片づける筆者

枝奥浜名自然休養林（富幕山入口）

天浜線（ラッピング列車）気賀駅にて


